
都市ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝの改定と
番町憲章

番町の町並みを守る会：第12回勉強会

東海大学 加藤仁美



マスタープランの役割・構成

○国土利用計画：国土利用計画法→都市地域

○市町村の建設に関する基本構想：地方自治法

（総合計画）

■マスタープラン

＜都市計画法＝２層構造＞

都道府県：都市計画区域ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ

（整備･開発･保全の方針）

市町村： 市町村ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ

（都市計画マスタープラン）
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マスタープラン＋地区の計画誘導（区市町村レベル）

●都市計画マスタープラン（区市町村マスタープラン）

→都市計画行政によるグランドデザイン

○上位計画

東京都：

(1)都市づくりのｸﾞﾗﾝﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ

（2）都市計画区域ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ

区：基本構想（地方自治法）
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東京都：(1)都市づくりのｸﾞﾗﾝﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ ＜３＞



＝(2)東京都都市計画マスタープラン

センター・コア再生ゾーン
①中央部エリア
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千代田区都市計画マスタープラン：
中間まとめ

まちづくりビジョン

概ね20年先を展望

目標年次：２０４０年
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現行都市マス

改定都市マス中間まとめ
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都心居住→地域まちづくり ＜７＞

ちよだみらいプロジェクト（第3次基本計画2015）



人口・

土地利用
都市基盤

土
地
利
用
用
途

建
物
用
途

建
物
階
数

＜８＞



■都市計画区域マスタープラン（都市計画決定）

①都市計画の目標 ②区域区分の決定、方針

③土地利用、都市施設の整備、市街地開発事業に関する主要な

都市計画の決定の方針

■都市（区市町村）マスタープラン

・上位計画：基本構想（地方自治法）

・都市計画区域ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝに即する

・市民参加

①まちの将来像

②分野別方針

③地区別構想
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マスタープランとまちづくり（市町村レベル）

●都市（区市町村）マスタープラン：土地利用計画・グランドデザイン

●地区計画・建築協定：地区レベルの計画・ルール

●まちづくり条例：開発等に関わる

独自の基準・手続き
①住民参加の手続きを定める

（地区計画策定の手続きを含む）

②開発や建築行為について、独自の手続き・基準を

定める

③都市計画（市町村）マスタープランを支える
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地区まちづくりのルール

まちづくり憲章

申合せ・協定

地区計画

建築協定

基本的方向

具体的規制

法的ルール非法的ルール
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地区計画制度

●創設（１９８０年）の背景

●展開：規制型地区計画→緩和型地区計画

役割

①地区を単位とした将来像を

共有する

②道路や公園などを位置づける

（地区施設）

③建物の建て方のルールを

定める
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まちづくり憲章
六番町奇数番地街づくり憲章

六番町は、江戸時代から明治・大正・昭和にかけて、約400年の間住宅地

であり続けました。町内には、番町小学校と雙葉学園があり、文教地区として
落ち着いた地域の環境を形成しています。

この六番町の歴史、文化、伝統は一朝一夕に出来たものではなく、多くの人
々が永い年月をかけて、心をこめて築き上げてきたものです。 私たちはこの
街を業務ビル街ではなく、多くの人が住む街として認識し、愛しています。人
が安心して住むことができる環境は都心にとって有限で貴重な資源です。そ
して、安心して住み続けられる街であることは六番町に住む皆の願いです。

私たちはこれからも六番町の街を大切に想い、自分達の手で街づくりを進
めてゆきます。何代にもわたり受け継がれてきた地域の文化を守り、良好な
住環境に住み続けられる権利を守るために、私たちは『六番町奇数番地街づ
くり憲章』を宣言します。

一、安心して住み続けられる街にしましょう。

一、土地は投機の対象とはせず生活の基礎と考えましょう。

一、落ち着きのある住宅地として、この街の環境を守り、育ててゆきましょう。

一、住宅としての用途を引き続き維持することに努めましょう。

一、この街に誇りを持ち、この街にふさわしい美しい街並みをつくりましょう。

一、子供も、お年寄りも安心して歩ける安全な街にしましょう。

一、快適に暮らせる、ふれあいのある地域社会を築きましょう。

平成６年２月18日 六番町に住み続けたい人達の会

成城憲章（世田谷区成城一丁目～九丁目全域）

●目標

理想の学園都市と郊外住宅地の歴史を継承して良好な住環
境の保全をはかります。

国分寺崖線やまちなかの緑を守り育てていきます。

安心して楽しく歩けるまち、歩きやすいまち、歩きたくなるまち
をめざします。

学校、住宅地、商業地が調和のとれた発展をするまちをめざ
します。

まちは、成城を愛する人々の自治と共生の精神によって育ん
でいきます。

●方針：成城での建築や開発に伴って遵守すべき事項

・低層住宅地の保全

・敷地の細分化の制限

・生け垣や樹木などの敷地内の緑の保全

・建築物の隣地境界線からの後退

・周辺環境に影響の大きい集合住宅の制限

・大規模開発と街並みとの調和

・街並み景観や美観への配慮

・国分寺崖線地域での地下室利用の制限と水源への配慮

・駐車場の周辺整備への配慮
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渋谷区都市マスタープラン：地域別構想

総合設計制度による
街並み予想図
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代官山地区計画案

代官山地域の良好な生活
環境を守る会

■区域の整備、開発及び
保全に関する方針

●地区計画の目標

代官山地区は、都市的利
便性ももちながら、良好な地
域社会と生活環境が保持さ
れる一方で、来街者には閑
静で緑豊かな風格ある街並
みを提供し、住宅地と業務・
商業がバランスよく調和した
全国的に稀有な都市的魅力
をもつ地域である。しかし、近
年の代官山地区内外の再開
発事業により良好な生活環
境が崩れつつある。

これらをふまえ、将来は八
幡通り及び旧山手通り等の
沿道の個性溢れる都市的景
観と、後背地の歴史的自然
環境と溶け合った緑豊かな
中低層の住居地域とが適度
に調和した魅力ある街並み
を維持し、従来より培われて
きた地域社会を継承し、居住
者、在勤者及び来街者にとっ
てバランスのとれた都市環境
の形成をはかることによって、
世界に誇れる都市型の生活
環境の創造を目指す。

●土地利用の方針

Ａゾーン：後背地の住居系地域の生活環境との調和を配慮し生活サービル機能を重視した土地利用とする。

Ｂゾーン：緑豊かで洗練された低層建築物等みより創出さえた沿道環境と、ゆったりした歩道と車道の幅員
が調和した、世界的にも誇れる都市的魅力を備えた街路として、緑量や土地利用等のバランスを維持・保全し
ていく。

Ｃゾーン：緑豊かな住環境にコンパクトに配慮された低層の戸建住宅、風格ある共同住宅、個性溢れる小規
模店舗等による現状の住宅地を中心とした土地利用を維持し、良好な生活環境の確保を図る。また、渋谷駅
周辺の拠点開発ゾーンに隣接するグリーンゾーンとして緑地を積極的に保全していく。

Ｄゾーン：中層共同住宅及び戸建住宅と商業・業務がバランスよく共存しながら、良好な生活環境が保持され
た都心居住型の住宅地とする。

Ｅゾーン：駅周辺の商業拠点のバッファーゾーン（緩衝地帯）とし、また都心居住型の住宅地の生活サービス
機能を果たす地区として、住居・業務・商業各系の土地利用が共存できる方策を検討し、コンプレックス型の都
心居住空間を創造していく。

●建築物等の整備の方針

Ａゾーン：八幡通りは、後背住宅地の住環境の保全と道路幅員と建築物の高さや容積のバランスを図るため、
沿道建築物についてはその形態、意匠、色彩及び高さの制限等を定め、散策路としての沿道環境を整える。後
背住宅地の居住環境を保護するため、深夜営業を要する用途の建築物等の立地を制限し、また、駐車駐輪等
の問題で歩行者の安全性を確保する必要のある道路に面する建築物については、壁面の位置の制限を定め
る。

Ｂゾーン：世界に誇れる都市の理想的な沿道景観モデルとして、後背地の歴史的自然環境や住環境と溶け
合ったハイセンスで落ち着きのある空間とするため、沿道建築物の形態、意匠、色彩及び高さを維持・保全して
いく。

Ｃゾーン：低層で緑豊かな住環境の維持と地域社会の継承を図るため、周辺環境を配慮した建築物の形態、
高さとする。

Ｄゾーン：都心居住型の住宅ゾーンとし、住宅用途と商業・業務用途の共存を図りながら、良好な生活環境の
維持のため、緑化等建築物の配置計画に配慮する。

Ｅゾーン：住居・業務・商業各系の土地利用が共存するコンプレックス型の都心居住型の都市空間を形成する
ため、これらのバランスを配慮した建築物の形態、意匠、色彩及び高さ等のルールを定める。
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渋谷区まちづくり
条例（2005.10）

わがまちルールの

目標及び方針

｢代官山ルール」は、当該ルール

対象地域代表と専門委員からな

る｢代官山ルール運用会議｣が、

地域において開発行為建築行

為、工作物の設置及び大規模な

敷地の売買等、地域環境に影響

を及ぼす行為を行おうとする計

画関係者に対して、計画内容に

関する意見交換を当該運用会議

との実践により、地域固有の自

然的条件とその空間的特質を活

かした生活環境の維持・創造を

実現することを目的とする。
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住居
系

(ha)
割合

番町地域 72 24%
富士見地域 42 18%
神保町地域 26 17%
神田公園地
域

16 10%

万世橋地域 18 13%
和泉橋地域 24 14%
大手町・丸
の内・有楽
町・永田町
地域

3 0%

千代田区
番町地域
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地区計画策定経緯
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六番町奇数番地地区 H16.06.21

年 内容

H3.5

●六番町奇数番地地区の近隣商業
地域のための説明会開催。 →
「六番町地区地区計画」(素案)の作
成。用途地域変更について(住居→
近隣商業)

●計画決定を伸ばす「六番町地
区・地区計画についての請願書」
300人の署名を添え千代田区長に提
出。

H3.7
●「六番町・地区計画を考える
会」発足。

H4.3

○住民集会を開き、千代田区側か
ら「住民の意向を無視した推進案
の中止」を確認し、会の解散。

H4.5~6

●「六番町の街づくりを考える
会」発足。その後、「六番町に住
み続けたい人達の会」改称。(六住
会）

H4.10
早稲田大学佐藤滋研究室が地区計
画策定に対して協力。

H5.5~12

6JYUKAI-REPOT発行開始 (早稲
田大学学生主体の創刊号)      
Vol.1~4 Vol.4にて「六番町奇数番
地街づくり憲章」(素案)提出

H5.12 千代田区説明会開催。

H6.2
「六番町奇数番地街づくり憲章」
制定。

佐藤研究室の学生による生きてる
の町の定義「屋上から道路に話し
かけられる高さこそが生きている
町」→住民も賛同し、高さ制限
20mを目指す。

H9
千代田区に対して「議論のまと
め」及び地区計画案の提示。

H11.1

「グランフォルム六番町」(40m)建
築計画が持ち上がる。→住民と事
業者間で裁判起こり、和解。

H12
六番町奇数番地地区計画(たたき台)
を開催。

H15.3
「ザ・ドチェスター六番町」竣工。
(22m)

H15.11

千代田区街づくり推進部による地
域住民に対するヒアリングが行わ
れた。地区計画をはじめとする街
づくりに関して意見を求めた。

H16.6 六番町奇数番地地区計画策定

件数

20

65

17

1

1

0

六番町奇数番地地区地区計画策定経緯

六番町奇数番地地区
(H16.06.21)

一番町地区(H17.11.01) 四番町地区(H19.11.15) 三番町地区(H18.09.14) 二番町地区(H20.10.16))

高
さ
制
限

A地区 40m A地区
50m[60m]

※

A地区 50m A地区
50m[60m]

※

A地区
30m[40m]
※

B1地区
22m[25m]
※

B地区 B地区 60m B地区 B地区
50m[60m]
※

B2地区 22m C地区 ※[  ] は総合設計制度を用いた場合の高さ制限 C地区 60m

地区計画策定の経緯 ＜１９＞



六番町奇数番地地区 H16.06.21

年 内容

H3.5

●六番町奇数番地地区の近隣商業
地域のための説明会開催。 →
「六番町地区地区計画」(素案)の作
成。用途地域変更について(住居→
近隣商業)

●計画決定を伸ばす「六番町地
区・地区計画についての請願書」
300人の署名を添え千代田区長に提
出。

H3.7
●「六番町・地区計画を考える
会」発足。

H4.3

○住民集会を開き、千代田区側か
ら「住民の意向を無視した推進案
の中止」を確認し、会の解散。

H4.5~6

●「六番町の街づくりを考える
会」発足。その後、「六番町に住
み続けたい人達の会」改称。(六住
会）

H4.10
早稲田大学佐藤滋研究室が地区計
画策定に対して協力。

H5.5~12

6JYUKAI-REPOT発行開始 (早稲
田大学学生主体の創刊号)      
Vol.1~4 Vol.4にて「六番町奇数番
地街づくり憲章」(素案)提出

H5.12 千代田区説明会開催。

H6.2
「六番町奇数番地街づくり憲章」
制定。

佐藤研究室の学生による生きてる
の町の定義「屋上から道路に話し
かけられる高さこそが生きている
町」→住民も賛同し、高さ制限
20mを目指す。

H9
千代田区に対して「議論のまと
め」及び地区計画案の提示。

H11.1

「グランフォルム六番町」(40m)建
築計画が持ち上がる。→住民と事
業者間で裁判起こり、和解。

H12
六番町奇数番地地区計画(たたき台)
を開催。

H15.3
「ザ・ドチェスター六番町」竣工。
(22m)

H15.11

千代田区街づくり推進部による地
域住民に対するヒアリングが行わ
れた。地区計画をはじめとする街
づくりに関して意見を求めた。

H16.6 六番町奇数番地地区計画策定

六番町奇数番地地区地区計画策定経緯

住
民

行
政

六番町奇数番地地区
(H16.06.21)

一番町地区(H17.11.01) 四番町地区(H19.11.15) 三番町地区(H18.09.14) 二番町地区(H20.10.16))

高
さ
制
限

A地区 40m A地区
50m[60m]

※

A地区 50m A地区
50m[60m]

※

A地区
30m[40m]
※

B1地区
22m[25m]
※

B地区 B地区 60m B地区 B地区
50m[60m]
※

B2地区 22m C地区 ※[  ] は総合設計制度を用いた場合の高さ制限 C地区 60m

「六番町のま
ちづくりを考
える会」発足

六番町まちづ
くり憲章制定。

近商地域廃止
の請願書

近商地域案の中止

署名
(300名)提出

高さ制限
20m案

地区計画案提示

地区計画案策定

22mのマンション竣工

地区計画策定の経緯

用途地域の変更
（住居系→近商）
地区計画案の提案

H3年
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一番町地区地区計画策定経緯

六番町奇数番地地区
(H16.06.21)

一番町地区(H17.11.01) 四番町地区(H19.11.15) 三番町地区(H18.09.14) 二番町地区(H20.10.16))

高
さ
制
限

A地区 40m A地区
50m[60m]

※

A地区 50m A地区
50m[60m]

※

A地区
30m[40m]
※

B1地区
22m[25m]
※

B地区 B地区 60m B地区 B地区
50m[60m]
※

B2地区 22m C地区 ※[  ] は総合設計制度を用いた場合の高さ制限 C地区 60m

一番町地区地区計画 H17.11.01

H12

クラブ関東における100m超
高層建築計画

H14.9 東急一番町ビル竣工(55m)

H15

エヌ企画における100m超高
層建築計画

H15.5 計画反対の陳情書提出

H15.7

区議会との懇談会。(一番町
の住環境を守る会)     
→計画白紙撤回

H15.9

一番町地区のまちづくり
ルール作りに取り組み開始。

H15.10~

地域での勉強会を開催し、
まちづくりルールについて
検討。

H16.1

ダイヤモンドホテル新館の
建築計画。

H16.2

第1~3回協議理事会
第3回協議理事会において、
出席者全員の総意により
「一番町地区計画協議会」
が設立。

H16.3

第4~5回協議理事会
第4回：道路幅員を考え、高
さ制限50mが妥当である。
また既に50m以上の建物が
るため60mも許容するべき
である。 その後、第5
回協議会にて、高さ制限
(50m、しかし60mまで許容
するのが現実的)の案がほぼ
確定。

H16.4

第1回意見交換会
→43名の地域住民が参加し、
意見交換が行われた。

H16.6 千代田区長に要望書を提出。

H16.8

千代田区（企画総務委員
会・区民生活環境委員会）
と協議会が合同で懇談会開
催

H17.11 一番町地区地区計画策定

件数

22

45

80

21

13

3

地区計画策定の経緯 ＜２１＞



行
政

住
民

事
業
者

地区計画策定

計画を白紙撤回

建築確認不許可

計画反対

意見書

陳情書

55mの既存不適格建物が存在し
たため、高さ制限60m追加

100m超高層建物計画

２件

協議会設立

H16年

地区計画の要望書

提出

高さ制限
50m提案

一番町地区地区計画策定経緯

六番町奇数番地地区
(H16.06.21)

一番町地区(H17.11.01) 四番町地区(H19.11.15) 三番町地区(H18.09.14) 二番町地区(H20.10.16))

高
さ
制
限

A地区 40m A地区
50m[60m]

※

A地区 50m A地区
50m[60m]

※

A地区
30m[40m]
※

B1地区
22m[25m]
※

B地区 B地区 60m B地区 B地区
50m[60m]
※

B2地区 22m C地区 ※[  ] は総合設計制度を用いた場合の高さ制限 C地区 60m

一番町地区地区計画 H17.11.01

H12

クラブ関東における100m超
高層建築計画

H14.9 東急一番町ビル竣工(55m)

H15

エヌ企画における100m超高
層建築計画

H15.5 計画反対の陳情書提出

H15.7

区議会との懇談会。(一番町
の住環境を守る会)     
→計画白紙撤回

H15.9

一番町地区のまちづくり
ルール作りに取り組み開始。

H15.10~

地域での勉強会を開催し、
まちづくりルールについて
検討。

H16.1

ダイヤモンドホテル新館の
建築計画。

H16.2

第1~3回協議理事会
第3回協議理事会において、
出席者全員の総意により
「一番町地区計画協議会」
が設立。

H16.3

第4~5回協議理事会
第4回：道路幅員を考え、高
さ制限50mが妥当である。
また既に50m以上の建物が
るため60mも許容するべき
である。 その後、第5
回協議会にて、高さ制限
(50m、しかし60mまで許容
するのが現実的)の案がほぼ
確定。

H16.4

第1回意見交換会
→43名の地域住民が参加し、
意見交換が行われた。

H16.6 千代田区長に要望書を提出。

H16.8

千代田区（企画総務委員
会・区民生活環境委員会）
と協議会が合同で懇談会開
催

H17.11 一番町地区地区計画策定

地区計画策定の経緯 ＜２２＞



現行都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ
番町地域整備方針図

15

5.3

6.2 14.5

7.5

6
7.2

4.5

4.5

８.2

7.5

11

7

8

8

8

11

11

11

8

11

16

12

15

現行整備方針の検証
■中層・中高層
■住居系
■複合市街地
■教育・商業・業務と
共存

■豊かな住環境

インフラ ⇔ 密度
●昼夜間人口
●延床面積：住・業・商
●道路基盤
●鉄道駅：乗降客数
●交通量

＜２３＞



今後の課題・展望

当面の課題対応

番町地域の市街地像の共有
（居住者・地権者・勤め人）

市民参画による
都市計画マスタープランの策定
全体構想（将来像）
地域別構想（地域別まちづくり）

市民・行政・事業者による
開発協議・合意形成

政策的課題

市民参加手続きによる
都市計画マスタープランの策定
の実現

市街地像を実現する施策・しくみの
構築
・まちづくり条例
・高度地区指定
・日影規制

市民・行政・事業者による開発協
議・合意形成

＜２４＞


